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＝わたしたちの町　（5月1日現在）＝

　人　口　5,290人（前月比±0）
　　男　　2,517人（＋1）
　　女　　2,773人（－1）
　世帯数　1,571世帯（＋3）
　面　積　100.40㎢

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
に
は
、
溝

口
町
に
も
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
来
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
都
会
の
人
か
ら
み
て

溝
口
町
は
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
自
然
も
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
も
あ
り
、
遊
園
地
も
あ
り
、
コ

ン
ビ
ニ
も
あ
り
・
・
・
。
贅
沢
を
い
え

ば
き
り
が
な
い
け
ど
、
溝
口
町
を
見
つ

め
直
す
と
結
構
充
実
し
た
町
か
も
し
れ

ま
せ
ん
よ
ね
。

フ

行政事務説明会

春の行政相談週間

まちのわだい

国民年金・じんけんの詩

溝口文芸・国保データ
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杉
田
　
智
也

坂
本
　
絵
美
さ
ん

さ
ん
（
二
部
）

（
中
山
町
か
ら
）

森
田
　
千
夏

小
川
　
　
弘
さ
ん

さ
ん
（
貴
住
か
ら
）

（
徳
島
県
）

松
原
　
　
篤

末
次
　
純
子
さ
ん

さ
ん
（
溝
口
）

（
江
府
町
か
ら
）

井
上
　
智
美

桐
山
　
修
一
さ
ん

さ
ん
（
溝
口
）

（
島
根
県
か
ら
）

細
川
　
真
也

塚
田
　
真
理
さ
ん

さ
ん
（
貴
住
）

（
米
子
市
か
ら
）

林

原

勇

人

前

田

美

紀
さ
ん

さ
ん
（
大
坂
）

（
大
山
町
か
ら
）

山

中

慎

司

松

原

裕

子
さ
ん

さ
ん
（
宇
代
）

（
米
子
市
か
ら
）

2等陸・海・空士を募集します。

年齢：18才以上27才未満の男子

受付期間：平成16年6月8日まで

試験日等：平成16年6月9日（水）

　　（筆記試験、口述試験、身体検査等）

試験場所：米子駐屯地（予定）

入隊：７、８、１０月下旬の３回に区分

身分及び待遇

・特別職国家公務員

・給与：初任給160,400円

・賞与：期末勤勉手当　4.65ヶ月

・昇給：年1回

・勤務や職域に応じて各種手当が充実

（問い合わせ先）

自衛隊鳥取地方連絡部米子募集事務所

米子市東町３２７　℡ 0859-33-2440

ゴールデンウイーク中、溝口町にも県外

の観光客が多数訪れていました。おにっ

子ランドでも、快晴の中たくさんの家族

連れでにぎ

わっていま

した。

山
中
　
隆
守

二
部

さ
ん
　
74
歳

4
12

石
津
美
知
子

大
瀧

さ
ん
　
82
歳

4
5

櫛
田
　
幸
枝

栃
原

さ
ん
　
81
歳

4
17

上
田
　
啓
子

白
水

さ
ん
　
19
歳

4
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藤
田
さ
ち
子

溝
口

さ
ん
　
79
歳

4
27

リ
ン
タ
ロ
ウ

内
藤
　
琳
太
郎

父
・
賢
一
郎
さ
ん

母
・
彩
美
さ
ん

福
兼

ち
ゃ
ん
　
男

4
5

　　　平成16年6月1日

我が国すべての民営事業所が対象で
す。ご協力をお願いします。

5月下旬から調査員がお伺いします。

総 務 省
都道府県

経済産業省
市区町村
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平
成
十
六
年
度

各
部
落
の
代
表
者
の
方
に
出
席
い
た
だ
き
、
町
長
を
は
じ
め
各
担
当
課
長
が
行
政
事
務

に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
、
町
の
事
業
に
つ
い
て
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

総
　
務
　
課

一
、
一
般
災
害
の
被
害
報
告
に
つ

　
い
て

　
風
水
雪
害
な
ど
で
家
屋
等
に

被
害
を
受
け
た
場
合
は
、
被
害

者
が
直
ち
に
役
場
に
報
告
す
る

よ
う
周
知
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
所
得
税
の
雑
損
控
除
、
建
物

更
正
共
済
等
の
証
明
が
必
要
な

と
き
、
被
害
報
告
が
出
て
い
な

い
と
証
明
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
報
告
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

二
、
消
防
施
設
整
備
に
つ
い
て

　
防
火
水
槽
等
消
防
施
設
の
設

置
希
望
が
あ
れ
ば
、
十
一
月
ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

三
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
つ

　
い
て

　
七
月
十
一
日
投
票
予
定
日

　
こ
の
度
の
選
挙
か
ら
期
日
前

投
票
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
期
間
は
公
示
日
の
翌
日

か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
で
す
。

四
、
町
制
五
十
周
年
記
念
及
び
閉

　
町
式
典
に
つ
い
て

　
十
一
月
下
旬
か
ら
十
二
月
上
旬

五
、
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

　
住
民
説
明
会
の
開
催
予
定
日

　
岸
本
町
と
の
合
併
に
関
し
て
、

新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
等
の
説

明
会
が
後
日
開
催
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　
企
　
画
　
課

一
、
交
通
安
全
運
動
に
つ
い
て

溝
口
警
察
署
管
内
に
お
い
て
、

二
週
間
で
三
件
の
交
通
死
亡
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
年
四

回
の
交
通
安
全
運
動
が
展
開
さ

れ
ま
す
が
、
期
間
中
は
も
と
よ
り
、

日
頃
か
ら
交
通
安
全
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

二
、
広
報
、
広
聴
に
つ
い
て

①
町
報
発
行

　
毎
月
一
回
発
行
し
ま
す
。
話

題
等
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

②
行
政
連
絡

　
月
三
回
発
行
し
ま
す
。
（
基

本
的
に
は
七
日
、
十
七
日
、
二

十
七
日
）

③
行
政
懇
談
会

　
町
長
を
囲
む
座
談
会
を
開
き

ま
す
。
希
望
が
あ
れ
ば
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

三
、
観
光
事
業
に
つ
い
て

　
桝
水
高
原
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
七
月
下
旬
に
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

　
地
蔵
尊
祭
、
花
火
大
会
、
盆

お
ど
り
大
会

四
、
土
地
利
用
規
制
に
つ
い
て

①
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く

　
届
出

　
一
団
の
土
地
が
一
万
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上
の
売
買
は
、
届
け

出
が
必
要
で
す
。

②
鳥
取
県
景
観
条
例
に
基
づ
く

　
届
出

　
大
山
周
辺
の
景
観
を
守
る

た
め
、
広
域
農
道
よ
り
大
山

側
と
県
道
倉
吉
江
府
溝
口
線

の
南
側
三
十
メ
ー
ト
ル
か
ら

岸
本
町
界
ま
で
の
間
で
建
物

を
作
る
場
合
や
土
地
の
形
状

を
変
更
す
る
場
合
等
は
、
届
け

出
が
必
要
で
す
。

五
、
国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て

　
人
材
育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
、

小
学
生
サ
ー
カ
ー
チ
ー
ム
の
中

国
派
遣
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
情
　
報
　
課

一
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備

　
事
業
に
つ
い
て

　
Ｉ
Ｔ
社
会
に
即
応
し
た
情
報

通
信
設
備
や
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
対
応
す
る
た
め
、
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
伝
送
路
の
完
全
双
方
向
化

を
図
り
、
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
開

始
に
向
け
た
施
設
の
整
備
を
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
整
備
に
伴
い
、
本
年
九

月
頃
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
の
供
用
開
始
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
供
用
開
始
に
向
け
て
、

後
日
、
部
落
代
表
者
会
を
開
催

し
、
詳
細
説
明
及
び
加
入
取
り

ま
と
め
等
の
お
願
い
を
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。

二
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
「
鬼
の
里
テ
レ
ビ
溝

　
口
」
に
つ
い
て

①
情
報
の
提
供
に
つ
い
て

　
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
自
主
放
送
は
、

身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
を
提
供
し

ま
す
。
町
内
で
の
様
々
な
催

し
等
取
材
し
ま
す
の
で
、
小

さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
か
ら
、

情
報
提
供
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

（
情
報
課
　
TEL六
三
ー
〇
九
九

一
　

FAX
三
九
ー
九
〇
三
〇
）

②
新
規
加
入
世
帯
に
つ
い
て

　
加
入
申
込
書
は
役
場
窓
口
及

び
情
報
課
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

際
に
は
、
加
入
金
と
し
て
、
二

万
円
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

③
加
入
の
中
止
ま
た
は
廃
止
に

　
つ
い
て

　
中
止
ま
た
は
廃
止
を
希
望
さ

れ
ま
す
方
は
、
脱
退
申
請
書
を

町
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
申
請
と
同
時
に

無
償
で
貸
与
し
て
お
り
ま
す
音

声
告
知
放
送
器
や
ホ
ー
ム
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
返
却
し
て
い
た
だ
き

ま
す
と
と
も
に
、
使
用
料
が
未

納
の
場
合
は
、
そ
の
金
額
を
納

付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

④
そ
の
他
の
手
続
に
つ
い
て

　
既
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
に

つ
い
て
、
お
住
ま
い
の
建
替
え

等
に
伴
な
う
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

引
込
線
の
移
設
や
、
多
チ
ャ
ン

ネ
ル
サ
ー
ビ
ス
、
有
料
放
送
サ

ー
ビ
ス
の
追
加
、
解
約
等
手
続

が
必
要
な
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
情
報
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

三
、
鬼
の
館
に
つ
い
て

①
鬼
の
館
は
四
百
人
を
収
容
で

　
き
る
多
目
的
ホ
ー
ル
で
す
。

　
各
種
サ
ー
ク
ル
等
の
発
表
会

に
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
（
利
用
申
込
み
は
、
情
報
課
TEL

六
三
ー
〇
九
九
一

FAX
三
九
ー
九

〇
三
〇
）

②
鬼
の
館
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
生
の
文
化

に
触
れ
て
い
た
だ
く
機
会
を
提

供
し
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
住
　
民
　
課

一
、
総
合
案
内
に
つ
い
て

　
住
民
課
窓
口
に
総
合
案
内
係

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

二
、
人
権
・
行
政
相
談
に
つ
い
て

　
人
権
・
行
政
相
談
所
を
毎
月

二
十
五
日
に
開
設
致
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
人
権
や
行
政
に
関

す
る
苦
情
、
意
見
、
要
望
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
り

ま
す
。(

二
十
五
日
が
休
日
の
場

合
は
翌
日
に
順
延
し
ま
す
。）

　
と
こ
ろ
　
溝
口
町
中
央
公
民
館

三
、
町
税
納
期
に
つ
い
て

四
、
報
償
金
に
つ
い
て

　
①
納
税
組
合
報
償
金

町
　
税

一
〇
〇
％
納
付
一
〇
〇
分
の
四

九
五
％
以
上
納
付
一
〇
〇
分
の
一
・
五

国
民
健
康
保
険
税

一
〇
〇
％
納
付
一
〇
〇
分
の
三

九
五
％
以
上
納
付
一
〇
〇
分
の
一
・
五

町
県
民
税
特
別
徴
収
分

平
成
十
五
年
度
分
に
対
し

て

一
〇
〇
分
の
〇
・
五

指
定
金
融
機
関
制
度
の
導
入

に
と
も
な
い
、
納
税
組
合
に
加

入
し
た
ま
ま
口
座
振
替
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
変
更
し
ま
し
た
。

こ
の
場
合
で
も
同
額
の
報
償

金
を
納
税
組
合
に
支
払
い
し
ま
す
。

　
①
前
納
報
奨
金

五
、
町
た
ば
こ
税
に
つ
い
て

　
町
内
で
た
ば
こ
を
買
い
ま
す

と
、
年
間
二
、
三
〇
〇
万
円
程

度
の
貴
重
な
税
収
入
が
溝
口
町

納
期

　
四
月

　
五
月

　
六
月

　
七
月

　
八
月

　
九
月

　
十
月

十
一
月

十
二
月

　
一
月

　
二
月

　
三
月

　
　
税
目
期
別

軽
自
動
車
税
（
全
）

固
定
資
産
税
①

町
県
民
税
①

国
民
健
康
保
険
税
①

固
定
資
産
税
②

町
県
民
税
②

国
民
健
康
保
険
税
②

町
県
民
税
③

国
民
健
康
保
険
税
③

固
定
資
産
税
③

町
県
民
税
④

国
民
健
康
保
険
税
④

固
定
資
産
税
④

期別
税目 第2期分 第3期分 第4期分

町 県 民 税

固定資産税

国民健康保険税

０．５

％

０．５

１．５

％

３．０

３．０

％

４．０

〔注〕　納期限を過ぎると前納報奨金は支払いできません。



45

に
入
り
ま
す
。
で
き
る
限
り
町

内
の
小
売
店
で
の
購
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
福
祉
保
健
課

　一
、
敬
老
会
・
金
婚
式

　
今
年
の
「
敬
老
会
・
金
婚
式
」

は
、
九
月
十
七
日
（
金
）
町
民

体
育
館
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

﹇
敬
老
会
対
象
者
﹈
数
え
年

　
七
十
五
歳
以
上
の
方
（
昭
和

　
五
年
以
前
生
ま
れ
）

﹇
金
婚
式
対
象
者
﹈
　
同
居
を

始
め
て
か
ら
五
〇
年
を
迎

え
る
夫
婦
（
昭
和
三
〇
年

結
婚
）

二
、
戦
没
者
慰
霊
祭

　
今
年
の
「
戦
没
者
慰
霊
祭
」
は
、

九
月
三
日
（
金
）
鬼
の
館
で
予

定
し
て
い
ま
す
。

三
、
高
齢
者
は
り
、
き
ゅ
う
、
マ

　
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
助
成

　
七
十
歳
以
上
の
方
ま
た
は
六

十
五
歳
以
上
で
身
体
障
害
者
手

帳
一
、
二
級
を
お
持
ち
の
方
で
、

前
年
度
の
所
得
税
非
課
税
者
に

限
り
ま
す
。
希
望
者
は
、
福
祉

保
健
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

四
、
介
護
保
険
制
度

　
『
制
度
の
概
要
』

　
・
被
保
険
者

　
第
一
号
被
保
険
者
（
六

十
五
歳
以
上
）
、
第
二
号

被
保
険
者
（
四
十
〜
六
十

四
歳
）

　
・
給
付
対
象
者

　
介
護
が
必
要
と
認
定
さ

れ
た
人

　
・
保
険
料

　
六
十
五
歳
以
上
の
方
は

所
得
に
応
じ
て
町
が
決
定
。

基
準
額
月
四
、
〇
〇
〇
円

老
齢
年
金
が
月
額
一
五
、

〇
〇
〇
円
以
上
の
方
は
年

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　
『
介
護
保
険
料
（
年
額
）
』

五
、
日
本
赤
十
字
社
・
社
員
募
集

　
に
つ
い
て

　
今
年
度
も
日
赤
の
社
資
を
募

集
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
、
目
標
額
が
達
成
で
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
・
一
般
社
資

　
　
　
　
一
口

　
　
五
〇
〇
円

　
　
・
特
別
社
資

　
　
　
　
一
口

二
、
〇
〇
〇
円

六
、
保
育
所

　
保
育
所
で
は
、
生
後
三
カ
月

（
溝
口
保
育
所
の
み
）
か
ら
の

入
所
、
時
間
外
延
長
保
育
、
年

度
中
途
の
入
所
も
扱
っ
て
い
ま

す
。

　
希
望
者
は
、
各
保
育
所
ま
た

は
福
祉
保
健
課
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

七
、
住
民
健
康
診
査

　
町
が
行
う
各
種
集
団
検
診
（
基

本
健
康
診
査
・
各
ガ
ン
検
診
）
は
、

本
人
負
担
は
無
料
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
自
分
自
身
の
健
康
の

た
め
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
で
行
う
胃

が
ん
検
診
・
レ
デ
ィ
ー
ス
検
診

に
つ
い
て
は
、
一
割
相
当
額
の

自
己
負
担
が
必
要
で
す
。

八
、
予
防
接
種
事
業

①
個
別
接
種

　
日
本
脳
炎
、
三
種
混
合
、
風

し
ん
、
麻
し
ん
、
二
種
混
合
、

六
十
五
歳
以
上
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
し
て
ま

す
。

②
集
団
接
種

　
急
性
灰
白
髄
炎
（
ポ
リ
オ
）
、

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ

九
、
母
子
保
健
事
業

　
心
身
と
も
に
健
や
か
な
子
を

生
み
育
て
る
た
め
に
、
妊
産
婦

健
康
診
査
、
乳
幼
児
健
康
診
査
、

一
・
六
歳
児
、
二
歳
児
、
三
歳

児
、
五
歳
児
健
康
診
査
、
乳
幼

児
歯
科
健
康
診
査
、
フ
ッ
素
塗

布
、
耳
鼻
科
、
眼
科
健
康
診
査

等
各
種
の
健
康
診
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
新
規
事
業
と
し
て
、

各
保
育
所
に
お
い
て
虫
歯
予
防

の
た
め
の
フ
ッ
素
洗
口
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

十
、
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

今
年
度
実
施
す
る
各
種
保
健

事
業
は
、
す
で
に
全
戸
配
布
し

て
頂
い
て
い
る
「
健
康
カ
レ
ン

ダ
ー
」
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

十
一
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
各
種
作
業
等
行
い
ま
す
の
で
、

事
務
所
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

（
事
務
所
：
二
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
プ
ラ
ザ
　

TEL
六
三
ー
〇
四

九
五
）

　
生
活
環
境
課

一
、
水
道
事
業
に
つ
い
て

①
普
通
定
額
制
水
道
の
維
持
管

　
理
に
つ
い
て

　
水
源
池
、
配
水
池
周
辺
の

衛
生
的
な
環
境
維
持
を
お
願

い
し
ま
す
。

②
給
水
装
置
の
管
理
に
つ
い
て

　
漏
水
が
な
い
か
、
器
具
等

に
故
障
が
な
い
か
な
ど
、
善

良
な
維
持
管
理
に
務
め
て
く

だ
さ
い
。

③
消
火
栓
の
管
理
に
つ
い
て

　
目
的
外
に
使
用
し
な
い
で

く
だ
さ
い
、
ま
た
凍
結
防
止

対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

④
簡
易
水
道
事
業
の
実
施
に
つ

　
い
て

　
二
部
地
区
簡
易
水
道
再
編

推
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
本
年
度
は
、
間
地
、

畑
池
地
内
の
管
路
工
事
と
配

水
池
の
新
設
を
行
う
計
画
で

す
の
で
、
関
係
集
落
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

⑤
溝
口
町
水
道
事
業
計
画
の
策

　
定
と
水
道
一
元
化
に
つ
い
て

　
溝
口
地
区
の
慢
性
的
な
水

不
足
や
水
道
未
整
備
地
区
の

解
消
を
図
る
た
め
、
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
九
月
を
目
途
に
計
画
を

樹
立
す
る
予
定
で
す
。
ま
た

町
内
の
水
道
事
業
一
元
化
に

向
け
た
運
営
審
議
会
の
準
備

会
を
創
設
す
る
予
定
で
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

二
、
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

①
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業

　
に
つ
い
て

　
平
成
十
五
年
度
に
お
い
て
、

添
谷
、
福
居
、
富
江
地
区
で

順
次
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

（
計
二
十
九
基
）

　
今
年
度
は
白
水
、
添
谷
地

区
を
中
心
に
整
備
を
促
進
し

ま
す
。（
計
二
十
五
基
）

合
併
浄
化
槽
整
備
の
希
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
取
り
ま
と

め
の
う
え
報
告
し
て
く
だ
さ

い
。

②
下
水
道
の
加
入
促
進
に
つ
い

て
　
す
で
に
供
用
を
開
始
し
た

溝
口
、
旭
、
金
岩
地
区
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
加
入
促

進
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

三
、
ご
み
処
理
に
つ
い
て

①
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
つ
い
て

　
コ
ン
ポ
ス
ト
の
購
入
に
八

割
を
助
成
し
ま
す
。
受
付
は
、

随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。

②
資
源
ご
み
等
の
分
別
協
力
に

　
つ
い
て

　
分
別
に
よ
る
ご
み
収
集
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
不

燃
ご
み
、
可
燃
ご
み
の
減
少

に
な
り
ま
す
。
資
源
ご
み
の

分
別
収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

③
収
集
場
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
化
に
つ
い
て

　
収
集
場
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
化
に
つ
い
て
は
、
ご
協
力

を
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
現
在
も
個
別
収
集
の
集

落
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
化
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
集
落
に
一
箇
所
で
な
く
て

も
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た

区
域
（
戸
数
）
で
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
作
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
結
構
で
す
。

　
美
観
の
問
題
、
通
行
の
妨

げ
、
収
集
作
業
員
の
事
故
防

止
、
収
集
時
間
の
短
縮
の
た

め
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
産
　
業
　
課

一
、
農
業
委
員
会
に
つ
い
て

　
農
地
の
売
買
、
転
用
、
貸
借

を
予
定
さ
れ
る
方
は
、
許
認
可

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
許
認
可
申
請
書
の
受
付
締
切

日
は
、
毎
月
末
日
で
す
。

　
本
会
議

毎
月
十
日
頃

二
、
生
産
調
整
に
つ
い
て

　
米
の
作
付
け
上
限
面
積
及
び

生
産
上
限
数
量
を
配
分

　
作
付
け
上
限
面
積

　
　
三
六
九
・
八
九
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
生
産
上
限
数
量

　

一
、九
〇
五
・
四
〇
七
ト
ン

三
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

　
度
に
つ
い
て

　
平
成
十
二
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
制
度
で
、
農
振
農
用
地
内
の

一
定
の
要
件
を
満
た
す
農
地
を

集
落
等
で
維
持
管
理
し
た
場
合
、

交
付
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
前
年
度
に
締
結
し
た

協
定
の
内
容
に
、
変
更
、
異
動

等
が
あ
っ
た
場
合
は
、
事
前
に

報
告
く
だ
さ
い
。

四
、
財
団
法
人
溝
口
町
農
業
振
興

　
公
社
に
つ
い
て

　
耕
作
が
困
難
と
な
っ
た
農
地

の
貸
借
、
受
委
託
の
斡
旋
及
び

受
託
調
整
が
主
な
業
務
で
す
。

農
作
業
、
荒
廃
農
地
の
維
持
管

理
等
希
望
が
あ
る
方
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
　

TEL
六
二
ー
一
一
二
三

五
、
林
業
事
業
に
つ
い
て

○
松
く
い
虫
防
除
事
業

　
空
中
散
布
防
除

六
月
上
旬
か
ら
二
回
の

散
布
を
行
い
ま
す
。

　
ガ
ン
ノ
ズ
ル
駆
除

　
　
九
月
中
旬

　
地
上
伐
倒
駆
除

　
　
十
月
〜
十
二
月

○
造
林
事
業

　
杉
、
檜
、
広
葉
樹
の
新
植
、

又
は
雪
起
こ
し
、
下
刈
り
、

除
伐
、
枝
打
ち
を
十
ア
ー

ル
以
上
実
施
さ
れ
た
方
に
、

補
助
金
が
で
ま
す
。

○
間
伐
事
業

　
十
六
年
生
以
上
の
杉
、
檜
、

松
の
間
伐
を
十
ア
ー
ル
以

上
実
施
さ
れ
た
方
に
、
補

助
金
が
で
ま
す
。
又
、
搬

出
に
対
す
る
助
成
制
度
が

あ
り
ま
す
。

※
　
詳
し
く
は
森
林
組
合

TEL
三
九
ー
九
一
二
〇
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
緑
の
募
金
に
よ
る
緑
化
事
業

　
緑
の
募
金
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
緑
化
事
業
を
実
施
さ
れ

る
部
落
、
団
体
等
に
交
付

金
が
で
ま
す
。

六
、
獣
害
防
止
事
業

〇
猪
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
防

　
止
に
対
応
す
る
助
成
事
業

共
同
施
設
設
置

六
分
の
五

個
人
施
設
設
置

三
分
の
二

を
（
予
算
の
範
囲
内
）
助

成
し
ま
す
。

〇
今
年
度
か
ら
小
型
の
捕
獲
柵

が
設
置
で
き
ま
す
。

　
　
設
置
場
所
の
移
動
も
で
き

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

希
望
さ
れ
る
集
落
は
産
業

課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

段　階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

２４，０００円

３６，０００円

４８，０００円

６０，０００円

７２，０００円

基準額×０．５０

基準額×０．７０

基準額

基準額×１．２５

基準額×１．５０

保険料額 備　　　考
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七
、
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交

　
付
金
制
度
に
つ
い
て

　
平
成
十
四
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
制
度
で
、
森
林
施
業
計
画
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
森
林
で
、

一
団
地
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上

を
森
林
所
有
者
全
員
で
定
め
ら

れ
た
活
動
を
し
た
場
合
に
交
付

金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
前
年
度
に
締
結
し
た

協
定
の
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
、
事
前
に
報
告
し
て
く

だ
さ
い
。
新
規
に
協
定
を
締
結

す
る
場
合
は
、
早
急
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

八
、
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い

　
て二

部
地
区

供
用
開
始
…
平
成
十
六
年

七
月
上
旬
（
二
部
、
畑

池
の
一
部
、
船
越
、
福
吉
、

福
島
、
三
部
一
区
、
三

部
二
区
）

管
路
工
事
…
畑
池
〜
二
部
、

　
間
地

工
事
期
間
中
の
通
行
規
制

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

九
、
溝
口
町
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ

　
ル
の
整
備
に
つ
い
て

　
溝
口
町
第
四
次
総
合
計
画
の

基
本
理
念
「
人
と
自
然
が
協
奏

す
る
交
流
の
ま
ち
み
ぞ
く
ち
」

の
ま
ち
づ
く
り
施
策
の
一
環
と

し
て
、
人
・
も
の
・
情
報
等
多

様
な
交
流
が
生
ま
れ
る
拠
点
施

設
を
整
備
し
、
農
業
や
観
光
等

の
地
域
産
業
が
連
携
し
て
モ
ノ

や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
、
新
た
な
地
域
産
業
の

創
造
と
雇
用
の
創
出
を
図
る
も

の
で
す
。

施
設
の
内
容
…
農
産
物
直

売
所
、
食
堂
、
加
工
コ

ー
ナ
ー
、
駐
車
場
、
ト

イ
レ
等

施
設
の
位
置
…
溝
口
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
附
近

完
成
予
定
…
…
平
成
十
六

年
十
一
月
（
予
定
）

　
土
　
木
　
課

一
、
土
木
事
業
に
つ
い
て

　
国
、
県
の
厳
し
い
財
政
事
情

に
よ
り
事
業
費
の
確
保
が
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
道
路
、

河
川
、
砂
防
事
業
等
を
各
種
計

画
し
て
お
り
ま
す
の
で
地
元
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

二
、
除
雪
事
業
に
つ
い
て

　
部
落
内
で
除
雪
を
さ
れ
る
場

合
に
、
そ
の
経
費
の
一
部
に
つ

い
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

希
望
の
部
落
は
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

三
、
宅
地
分
譲
に
つ
い
て

　
定
住
人
口
の
増
加
を
図
る
た

め
、
荘
地
内
に
「
清
水
の
里
団

地
」
を
造
成
し
、
分
譲
を
開
始

し
て
お
り
ま
す
。
お
知
り
合
い

の
方
等
に
宣
伝
を
お
願
い
し
ま

す
。

四
、
里
道
、
水
路
の
町
移
管
に
つ

　
い
て

　
地
方
分
権
推
進
計
画
に
基
づ

い
て
、
い
わ
ゆ
る
赤
線
、
青
線

を
国
か
ら
町
に
譲
り
受
け
ま
す
。

平
成
十
六
年
度
は
、
最
終
年
度

で
あ
り
、
金
屋
谷
、
岩
立
、
日

光
地
区
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
教
育
委
員
会

一
、
成
人
式
に
つ
い
て

＊
八
月
十
五
日
（
日
）
に
実
施

　
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
該
当
者
は
、
昭

和
五
十
九
年
四
月
二
日
〜

昭
和
六
十
年
四
月
一
日

生

ま
れ
の
方
で
す
。

（
本
町
出
身
の
転
出
者
も

対
象
と
し
ま
す
。
）

二
、
町
民
運
動
会
及
び
町
民
球
技

　
大
会
に
つ
い
て

＊
町
民
運
動
会
の
開
催
方
法
は
、

　
各
地
区
で
の
開
催
を
予
定
し

　
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
各
地
区
の
実

行
委
員
会
で
決
定
を
し
ま
す
。

＊
町
民
球
技
大
会
の
開
催
を
予

　
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
五
月
二
十
三
日
（
日
）

　
　
野
球
、
庭
球

　
　
　
　
七
月
十
八
日
（
日
）

　
　
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　
　
十
一
月
七
日
（
日
）

三
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

　
に
つ
い
て

＊
全
集
落
で
開
催
し
て
い
た
だ

　
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

四
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い

　
て＊

あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
、
地
域

ぐ
る
み
で
青
少
年
を
見
守
り
、

育
て
る
取
組
を
お
願
い
し

ま
す
。

＊
青
少
年
に
有
害
な
図
書
等
の

自
動
販
売
機
を
設
置
さ
せ

な
い
運
動
へ
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

五
、
溝
口
町
文
化
振
興
会
に
つ
い

　
て＊

会
報
の
発
行
や
文
化
講
演
会
、

ふ
る
里
の
文
化
展
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

　
各
種
事
業
の
要
望
に
つ
い
て

　
各
種
事
業
に
つ
い
て
事
業
計

画
（
要
望
）
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
都
度
、
「
平
成
十
七
年
度

建
設
事
業
要
望
書
」
に
よ
り
要

望
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
農
地
、
農
道
、
水
路

等
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、

速
や
か
に
そ
の
旨
を
報
告
し
て

く
だ
さ
い
。
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国
の
仕
事
や
そ
の
手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」
「
困
っ
て
い
る
」
「
分
か
ら
な
い
」

こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
総
務
省
で
は
、
全
国
に
行
政
相
談
の
た
め
の
窓
口
を
設
置
し
、
国
民
か
ら
の
行
政

に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
行
政
運
営
の
改
善
な

ど
を
図
っ
て
い
ま
す
。
行
政
相
談
の
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
声
が
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
で
生

か
さ
れ
て
い
ま
す
。

■関連ホームページ　　総務省「行政相談とは」 http:://www.soumu.go.jp/hyouka/sodan.htm

　　　　　　　　　　　「国の行政に対する苦情受付」 http:://www.soumu.go.jp/hyouka/mail_uketsuke.htm

　
国
の
仕
事
や
そ
の
手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

国
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
、
国
民
の
苦
情
や

意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
る
「
行
政
相
談
」
。

総
務
省
で
は
、
受
け
付
け
た
相
談
に
対
し
て
、

公
正
・
中
立
の
立
場
か
ら
関
係
行
政
機
関
な

ど
に
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
そ
の
解
決

や
実
現
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
国
民
の

声
を
行
政
の
制
度
・
運
営
の
改
善
に
生
か
し

て
い
ま
す
。

　
行
政
相
談
は
、
都
道
府
県
庁
所
在
地
に
設

置
し
て
い
る
管
区
行
政
評
価
局
・
行
政
評
価

事
務
所
の
窓
口
の
ほ
か
、
電
話
や
手
紙
、
Ｆ

Ａ
Ｘ

、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
相
談
者

の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

・
行
政
苦
情
一
一
〇
番

　
管
区
行
政
評
価
局
・
行
政
評
価
事
務
所
で
は
、

電
話
で
相
談
を
受
け
付
け
る
「
行
政
苦
情
一

一
〇
番
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
行
政
苦
情
一
一
〇
番
」
の
番
号
が

平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
、
全
国
共
通
の

「
〇
五
七
〇
―
〇
九
〇
一
一
〇
」
に
な
り
ま

し
た
。
全
国
ど
こ
か
ら
か
け
て
も
、
発
信
し

た
地
域
に
あ
る
管
区
行
政
評
価
局
・
行
政
評

価
事
務
所
の
相
談
室
に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
手
紙

　
全
国
の
普
通
郵
便
局
な
ど
に
相
談
専
用
用

紙
・
封
筒
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
専
用
用
紙

に
相
談
内
容
な
ど
を
記
載
し
、
専
用
封
筒
に

入
れ
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
（
切
手
代
は
相

談
さ
れ
る
方
の
負
担
に
な
り
ま
す
）
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
国
の
行
政
に
対
す
る
意
見
や
苦
情
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

・
行
政
相
談
委
員

　
国
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
全
国

で
約
五
千
人
の
行
政
相
談
委
員
が
活
躍
し
て

い
ま
す
。
行
政
相
談
委
員
は
、
社
会
的
な
信

望
が
あ
り
、
行
政
運
営
の
改
善
に
つ
い
て
理

解
と
熱
意
を
有
す
る
人
の
中
か
ら
総
務
大
臣

が
委
嘱
し
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
や
行
政
の
仕

組
み
や
手
続
き
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
、

相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係
行
政
機
関
へ
の
通

知
な
ど
の
仕
事
を
無
報
酬
で
行
っ
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
は
、
自
宅
の
ほ
か
、
市
役
所
・

町
村
役
場
、
公
民
館
な
ど
で
相
談
所
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　
溝
口
町
で
は
、
毎
月
二
十
五
日
に
溝
口
町

中
央
公
民
館
で
、
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

（
二
十
五
日
が
休
日
の
場
合
は
、
翌
日
に
順

延
し
ま
す
。
）

　
相
談
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
た
声
は
、
暮
ら
し

の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

相
談
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
に
よ
り
解
決
・

改
善
さ
れ
た
も
の
に
は
、
次
の
よ
う
な
事
例

が
あ
り
ま
す
。

●
「
歩
道
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
国
道
は
、

　
交
通
量
が
多
く
歩
行
者
な
ど
が
危
険
な
の

　
で
歩
道
を
新
設
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
相

　
談
に
つ
い
て
、
国
道
維
持
出
張
所
に
検
討

　
を
依
頼
し
た
結
果
、
歩
道
が
設
置
さ
れ
ま

　
し
た
。

●
「
職
業
安
定
所
で
は
、
給
付
金
等
に
関
す

　
る
申
請
書
類
が
多
数
配
布
さ
れ
る
が
、
弱

　
視
の
私
に
は
、
こ
う
し
た
書
類
も
利
用
し

　
づ
ら
い
の
で
、
書
類
を
点
字
化
し
て
欲
し

　
い
」
と
い
う
相
談
に
対
し
、
「
雇
用
保
険

　
の
失
業
給
付
（
受
給
者
の
し
お
り
）
」
の

　
点
字
版
作
成
費
が
予
算
化
さ
れ
、
県
内
の

　
全
職
業
安
定
所
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

「
行
政
相
談
」っ
て
な
ん
で
す
か
？

ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
の
？

ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
て
い
る
の
？

h
ttp://w

w
w

.sou
m

u
.go.jp/h

you
ka/

（m
ail_u

ketsu
ke.h

tm

）
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四
月
十
八
日
、
春
の
大
山
一
斉

清
掃
が
桝
水
高
原
周
辺
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
子
供
か
ら

大
人
ま
で
お
よ
そ
百
人
が
参
加
し
、

ゴ
ミ
袋
を
手
に
道
路
周
辺
を
歩
き

な
が
ら
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

　
ご
み
は
、
空
き
缶
や
空
き
瓶
な

ど
小
さ
な
も
の
か
ら
、
古
タ
イ
ヤ

や
テ
レ
ビ
、
ゲ
ー
ム
機
な
ど
大
き

な
も
の
ま
で
捨
て
て
あ
り
ま
し
た
。

　
昨
年
の
一
斉
清
掃
の
時
よ
り
も
、

ゴ
ミ
は
少
量
に
な
っ
て
き
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
が
、
家
庭
ゴ

ミ
と
し
て
捨
て
に
く
い
も
の
が
目

立
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
一
年
間
に
二
回
、

春
と
秋
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
ゴ
ミ

の
な
い
美
し
い
大
山
を
残
し
て
い

く
た
め
に
、
自
分
の
ご
み
は
持
ち

帰
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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＊
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＊
＊
＊
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　４月１５日、岸本町農村環境改善センターで、

溝口警察署管内の溝口・岸本・江府町の老人クラ

ブ会員が集まり、第７回高齢者交通安全コンクー

ル開始式が行われました。

　このコンクールは、高齢者が関係する事故が年々

増加傾向にあるため、高齢者自らが安全意識を高

揚し、悲惨な事故が起こらないようにするため、

９月３０日までの１６９日間、無事故無違反を各

参加チームで競うものです。

　今年も無事故無違反を目指してがんばりましょう。

　
溝
口
町
高
齢
者
教
室
の
開
講
式
が
、
四
月
二
十
八
日
、

鬼
の
館
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
た
近
年
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
、

生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
教
室
に
は
、

貴
寿
美
学
園
（
溝
口
地
区
）
、
た
た
ら
学
園
（
二
部
地
区
）
、

日
光
学
園
（
日
光
地
区
）
の
三
つ
の
学
園
が
あ
り
、
大
正

琴
や
ダ
ン
ス
、
歌
な
ど
様
々
な
教
室
が
開
か
れ
て
い
て
、

町
内
の
お
年
寄
り
お
よ
そ
三
百
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
開
講
式
で
は
、
学
園
生
全
員
で
町
民
歌
「
わ
が
町
溝
口
」

を
斉
唱
し
、
学
園
生
を
代
表
し
て
多
々
良
学
園
の
住
田
泰

さ
ん
が
「
人
間
に
も
賞
味
期
限
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
目

標
を
持
っ
て
、
挑
戦
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
個
人
の
賞
味
期

限
が
延
び
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
こ
の
高
齢
者
教
室
を
通

し
て
、
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
個
人
の
賞
味
期
限
を
延
ば
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

　
四
月
六
日
、
溝
口
警
察
署
管
内
の
溝
口
・
岸
本
・

江
府
町
が
合
同
で
、
街
頭
啓
発
広
報
を
岸
本
町
大
殿

で
行
い
ま
し
た
。

　
溝
口
町
か
ら
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
交
通
安
全
母
の

会
な
ど
が
参
加
し
、
国
道
一
八
一
号
を
通
行
す
る
車

に
チ
ラ
シ
を
配
り
、
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
溝
口
警
察
署
管
内
で
は
四
月
下
旬
か
ら
五
月
上
旬

に
か
け
て
三
件
の
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

運
転
者
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
着
用
、
夕
暮
れ
時
に
は
前
照
灯
を
早
め
に
点
灯
す

る
よ
う
に
、
ま
た
、
歩
行
者
の
方
は
、
反
射
材
の
着

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
交
通
事
故
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　４月３０日、鬼守橋下付近の日野川で、日野川

水系漁業協同組合による稚鮎の放流が行われました。

　この日は、二部保育所、日光保育所の園児も参

加し、バケツに入れてもらった鮎を、「大きくな

ってね」と声をかけながら日野川へ放流しました。

　日野川水系漁業協同組合では、今シーズン全体

で２百万匹の放流を予定しており、この日放流さ

れたのは、全部で１万５千匹。昨シーズンは冷水

病とみられる症状がまん延し不漁だったため、例

年より１０日ほど遅い放流となりました。

　鮎漁解禁となる６月１日には、大きく育った鮎

がたくさん泳いでいると思います。
▲無事故無違反を目指して、がんばろう!!

▲

今
年
も
一
年
間
、
が
ん
ば
っ
て
活
動
し
ま
す
。

▲

「
大
き
く
な
っ
て
ね
」
と
願
い
を
込
め
て

▲交通ルールを守ってください

▲快晴の中、美しい大山を守ろう
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溝
口
町
短
歌
同
好
会
（
順
不
同
）

旅
立
ち
を
深
夜
の
ラ
ジ
オ
歌
ひ
ゐ
て
「
仰
げ
ば
尊
し
」

に
涙
こ
ぼ
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
　
律
子

み
か
ん
の
木
囲
ひ
し
わ
ら
を
取
り
た
れ
ど
三
月
に
入

り
雪
の
積
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
英
賀
ミ
ツ
ヱ

窓
あ
け
て
野
良
猫
と
話
す
夫
の
声
厨
に
聞
き
つ
つ
昼

餉
の
支
度
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
波
　
和
栄

目
覚
む
れ
ば
え
も
云
ひ
が
た
き
春
め
き
を
目
の
弱
き

我
は
五
体
に
感
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
江
沢
　
正
子

間
食
は
控
へ
目
に
と
思
へ
ど
も
年
の
変
り
て
二
Ｋ
増

し
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
恭
子

個
展
に
て
女
の
人
形
は
異
国
人
多
彩
な
る
絵
に
時
を

忘
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
賀
　
俊
夫

カ
ー
テ
ン
を
引
く
朝
毎
に
花
芽
増
す
雪
柳
に
は
淡
雪

つ
も
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
　
郁
子

雪
降
り
て
物
音
の
な
く
こ
の
朝
親
子
六
人
食
卓
か
こ

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
松
　
稔
明

半
世
紀
と
だ
え
て
ゐ
た
る
閏
講
村
人
集
ふ
交
流
会
館

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
藤
美
知
代

枯
れ
た
り
と
思
ひ
て
ゐ
た
る
お
き
な
草
ビ
ロ
ー
ド
色

の
蕾
を
か
か
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
　
勝
美

娘
の
く
れ
し
シ
ク
ラ
メ
ン
の
鉢
夜
の
冷
え
に
枯
ら
し

て
し
ま
ひ
拾
て
が
た
く
を
り
　
　
　
　
安
達
東
公
子

若
き
日
の
夫
の
面
影
う
か
び
く
る
「
兀
兀
会
」
と
云

ひ
て
い
で
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
林
　
文
枝

「
ぐ
ち
言
ふ
な
」
と
話
に
な
ら
な
い
夫
と
ゐ
て
そ
っ

ぽ
を
向
い
て
一
人
言
を
い
ふ
　
　
　
　
片
岡
　
妙
子

吾
が
孫
は
「
プ
ロ
ゼ
ク
ト
Ｘ
」
の
歌
う
た
ふ
こ
の
子

の
細
胞
の
仕
組
を
知
ら
ず
　
　
　
　
　
芦
立
　
清
美

　
　
　
　
　
　
　
　
溝
口
町
川
柳
同
好
会
（
順
不
同
）

さ
す
ら
い
の
心
の
窓
を
叩
く
音
　
　
　
毎
田
　
信
翁

春
め
い
て
心
の
中
も
音
た
て
る
　
　
　
住
田
公
美
枝

住
宅
街
と
な
り
の
音
が
気
に
か
か
る
　
藤
山
　
弘
子

騒
音
を
さ
け
て
息
抜
く
湯
に
浸
る
　
　
小
西
　
鈴
枝

波
の
音
静
か
な
宿
の
夢
さ
そ
う
　
　
　
酒
井
千
代
美

中
東
の
果
て
で
地
球
の
軋
む
音
　
　
　
奥
田
　
豊
枝

種
ま
き
を
終
え
て
芽
吹
き
の
雨
の
音
　
白
川
　
久
子

心
地
よ
い
音
が
心
の
錆
お
と
す
　
　
　
小
飼
　
和
代

嫌
な
事
あ
っ
て
チ
ャ
イ
ム
を
怖
く
聞
く
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
谷
　
静
江

吊
橋
の
軋
ん
だ
音
に
気
が
迷
い
　
　
　
山
本
　
正
光

地
球
裂
く
音
を
聞
か
せ
る
テ
ロ
リ
ス
ト
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
西
　
雄
々

　
　
　
　
　
　
　
溝
口
町
俳
句
同
好
会
（
順
不
同
）

早
蕨
の
ひ
と
握
り
ほ
ど
日
曜
日
　
　
　
下
村
　
道
也

季
節
風
あ
ら
ぶ
る
な
か
や
楓
の
芽
　
　
足
羽
喜
代
子

ぽ
き
ぽ
き
と
　
の
芽
折
っ
て
子
に
持
た
す
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
木
　
正
之

県
境
を
越
え
て
島
根
路
遅
桜
　
　
　
　
亀
山
ハ
ナ
子

川
　
　
柳

短
　
　
歌

俳
　
　
句

さ  

わ
ら
び�

た
ら�

か
え
で�

う
る
う�

（これは、溝口町国民健康保険に関するデータです。）

被保険者数

一般被保険者

退職被保険者

老人医療受給者

824人

350人

882人

4人減

2人増

2人減

増　減

★２月末被保険者の状況

★２月分の一人当たり診療費

世帯数　996世帯
被保険者数　2,056人

一般被保険者

退職被保険者

老人医療受給者

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000（円）

退職被保険者
17％

一般被保険者
40％

老人医療受給者
43％

5月分の求人情報は、つぎのとおりです。
求人事業所名 所　在　地 職　種 年齢 賃　金 就業時間

ここに掲載された求人情報の問い合わせは次のとおりです。
米子公共職業安定所根雨出張所　　　　住　所　日野町根雨349-1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　話　0859-72-0065
※掲載された時点で、既に求人が取り消しとなっている場合があり
　ますので、ご了承ください。 16,217

溝口町古市

856-1

168,000

700

1,000（時給）
〜

123,200

176,000
〜

（有）藤原建築

工 務 店

溝口町溝口

5-9

片平自動車

工　業（有）

44,261

不
問

147,000

197,000
〜

溝口町溝口

281-2

雑務

看護師
不
問

不
問

不
問

溝口町古市

856-1

建築製図

作成（臨時）

建築製図

作成（臨時）

（有）藤原建築

工 務 店

社会福祉法人

溝口町社会福祉協議会

人
権
読
本
「
人
権
の
詩
Ⅱ
」
よ
り

　
差
別
は
、
差
別
さ
れ
て
い
る
者
へ
の
“
同
情
”
で
解
消
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
情
は
、
差
別
さ
れ
て
い
る
側
と
同

じ
気
持
ち
に
な
っ
た
つ
も
り
で
、
思
い
や
り
、
い
た
わ
る
こ
と

で
す
。
「
実
際
、
同
情
程
愛
情
か
ら
遠
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
ね
」
（
北
条
民
雄
『
い
の
ち
の
初
夜
』
に
よ
る
）
の
一
文

を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

同
情
は
い
ら
な
い

　
―
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
こ
ん
の
　
と
し
ひ
こ

あ
な
た
の
や
さ
し
さ
が

も
う
少
し
だ
け
深
か
っ
た
ら

わ
た
し
の
み
た
青
空
は

ま
ぶ
し
か
っ
た
で
し
ょ
う

あ
な
た
の
気
く
ば
り
が

も
う
少
し
だ
け
広
が
り
が
あ
っ
た
ら

わ
た
し
の
み
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は

み
ず
み
ず
し
か
っ
た
で
し
ょ
う

あ
な
た
の
ぬ
く
も
り
が

も
う
少
し
だ
け
つ
た
わ
っ
て
く
れ
て
い
た
ら

わ
た
し
の
淋
し
さ
は
消
え
て
い
た
で
し
ょ
う

あ
の
青
空
も
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
も

あ
の
と
き
の
悲
し
み
も

い
ま
は
も
う
遠
い
む
か
し
の
こ
と

15,304

　8:00～17:00

8:30～17:15

8:00～17:00

8:00～17:00

の間の4時間

ご
つ
ご
つ か

ら

第2号被保険者 に変わったら

勤務先へ届出

第3号被保険者 に変わったら

夫（妻）の勤務先へ届出

●就職して厚生年金や共済組
　合等に加入したとき。

●結婚や減収で、厚生年金や
　共済組合等に加入している
　夫（妻）に扶養されるよう
　になったとき。

か
ら

第1号被保険者 に変わったら

市区町村の国民年金担当窓口へ

第3号被保険者 に変わったら

夫（妻）の勤務先へ届出

●退職して厚生年金や共済組
　合等の加入をやめたとき。

●退職、結婚で厚生年金や共
　済組合等に加入している夫
　（妻）に扶養されるように
　なったとき。

か
ら

第1号被保険者 に変わったら

市区町村の国民年金担当窓口へ

第2号被保険者 に変わったら

勤務先へ届出

●夫（妻）が退職して、厚生年金や共
　済組合等の加入をやめたとき。
●増収や離婚などで、厚生年金や共
　済組合等に加入している夫（妻）
　の扶養からはずされたとき。

●就職して厚生年金や共済組合
　等に加入するようになったとき。

第3号被保険者 のままでも下記の場合は

夫（妻）の勤務先へ届出
●厚生年金、共済組合等に加入の
　夫（妻）が転職などで加入する
　年金制度が変わったとき。

市区町村国民
年金担当窓口
で行いま
す。

第2号被保険者
の勤務先が加
入手続きをし
ます。

加入手続きは、勤務先で行
います。
※厚生年金や共済組合等に加入
　すると同時に国民年金にも加
　入することになります。

自営業や農業など
の人とその配偶者
及び学生、アルバイ
ト、無職の人など。

会社員や公務
員など厚生年
金や共済組合
等に加入して
いる人。

厚生年金や共済組
合等に加入してい
る夫（妻）に扶養さ
れている妻（夫）。


